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【近畿ブロック】 

 

官民連携事業の推進のための地方ブロックプラットフォーム 

「サウンディング」 

応募様式 

 

■ 記入票    

項目 記入欄 

1．団体名 大阪府茨木市 

2．事業名 安威川ダム周辺整備事業（仮称） 

・事業内容 

※事業の内容を簡潔にご記入

下さい 

安威川ダム周辺整備は、茨木市北部地域におけるスポーツ、観光

レクリエーションの拠点として、茨木市第５次総合計画に位置付

けられている。この安威川ダム周辺整備事業において、民間活力

を核とした事業展開により、「北部地域におけるハブ拠点」として

のネットワーク機能の形成や北部地域の魅力向上・活性化の起爆

剤的な役割を担うものと期待している。 

・事業実施にあたり重視する

点 

・民間事業者の独立採算を前提とした事業の実現 

・民間事業者による市民活動の支援（利益の還元） 

・ダム事業区域を含む一体的な活用 

・事業の種類 

※該当する番号に○（複数可） 

1.新設    2.建替え    3.改修   4.管理運営のみ 

5.公有地活用    6.包括委託 

7.その他（             ） 

・施設等の用途 スポーツ、レクリエーション施設、観光施設 

3．サウンディングの目的 

 

サウンディングの目的は、本市の事業条件をもとに民間事業者か

らダム湖周辺における実現可能な施設整備から管理運営に至る幅

広いアイデアを受け、その提案等を踏まえて公募条件等を定めた

いと考えている。 

4．事業対象地の概要  

①所在地（交通情報含む） 大阪府茨木市大字生保ほか 

②敷地面積 ダム事業区域内：約 110ha 

ダム事業区域外：未定（3～6ha程度の用地の造成を想定） 

③土地利用上の制約 ダム事業区域内外とも市街化調整区域となっている。 

ダム事業区域内にあっては、河川法の適用を受ける。 

④所有者 ダム事業区域内：大阪府 

ダム事業区域外：茨木市が民間所有の用地を取得予定 

⑤周辺施設等 周辺施設としては、特段ない。 

⑥対象地周辺の一般的なイ ダム周辺は自然等が豊かであり、良好な景観形成が期待される。 
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メージ 茨木市の市街地から車で 20 分程度であり、市街地から非常に近

い場所にダムが建設されている。 

⑦その他 

(上記項目以外の情報、 

特徴、留意すべきこと等） 

近接して、平成 29年 12 月 10日に、新名神高速道路の茨木千

提寺ＩＣがオープンし、広域的なアクセスが良好となっている。 

5．対象施設の概要   

5-1．建物 既存 整備後（予定） 

① 施設名称 現状、建物等はない 民間事業者の提案による 

②施設の延床面積 同上 同上 

③建物の構成（構造、階数） 同上 同上 

④主な施設の内容、導入機

能 

同上 スポーツ、観光レクリエーショ

ンを目的とした施設（民間事業

者提案による収益施設も可能） 

⑤運営状況 

(運営主体、事業手法 

等） 

 

 

ダム事業区域内：河川法に基づ

く占用許可により、施設整備・

運営は民間事業者で実施 

ダム事業区域外：定期借地権の

設定を想定し、施設整備・運営

は民間事業者実施 

⑥その他 

(上記項目以外の情報、 

特徴、留意すべきこと等） 

 事業手法は想定であり、民間事

業者の提案があれば他の事業

手法の採用も検討する。 

5-2．インフラ系 

（上下水道、道路等） 
既存 整備後（予定） 

① 施設名称 未定 未定（民間事業者の提案によ

り、本市が基盤整備を行うこと

を想定） 

②規模、能力 等  

 

 

 

③運営状況 

(運営主体、事業手法 

等） 

  

④その他 

(上記項目以外の情報、 

特徴、留意すべきこと等） 

  

6．事業環境  

① 人口、高齢化率 278,613人（平成 29年 11月 30日）、２３．６％ 

② 象地周辺の人口構成 2,817人（平成 28 年） 
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高齢者人口 39.8％、生産年齢人口 54.7％、年少人口 5.4％ 

③市民意見等 平成 25 年度より、地元住民を対象としたワークショップや公募

市民によるワークショップを実施し、ダム湖周辺の活用アイデア

を取りまとめている 

②目的、考え方・基本方針 民間事業者の提案に応じ、本市にて必要な投資（造成、基盤整備）

を行っていくことを想定している。 

民間事業者には、本市のコンセプトに即した事業を行っていただ

くとともに、地域振興や市民・府民活動との連携・支援を合わせ

て行っていただきたいと考えている。 

③ 事業スケジュール（案） ・平成 30 年度中に公募、平成 31 年度より事業に向けた協議を

実施後、施設整備等を行い、平成 34 年度頃から供用開始を目指

す 

8．対話内容 ・民間事業者による投資を前提とした活用案 

・上記に対して、本市に求める役割分担 ※意見・提案を求める内

容をご記入ください。 

 

 

 

9．対話を希望する業種 

※該当する番号に○（複数可） 

注）希望する業種の事業者の参

加を確約するものではありませ

ん。 

1.設計   2.建設   3.ビル管理   4.金融   5.保険 

6.不動産  7.運営 

8.その他（                     ） 

 

■ 添付資料 

・安威川ダム周辺整備事業について 

・安威川ダム位置図 


